
『大學新聞』第250号（令和8年4月10日発行）掲載

第
23
回
ゲ
ー
ム
コ
ン
ペ

学
生
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
受
賞

北
海
商
科
大
学

　
現
代
社
会
の
急
速
な
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
研
究

を
実
践
す
る
た
め
、「
ア
ジ
ア

の
時
代
に
ア
ジ
ア
を
学
ぶ
」
こ

と
を
教
育
目
標
に
掲
げ
る
北
海

商
科
大
学
（
札
幌
市
）
は
2
月

28
日
、
九
州
情
報
大
学
大
宰
府

キ
ャ
ン
パ
ス
（
福
岡
県
太
宰
府

市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
ゲ
ー
ム
学
会
第
23
回
ゲ
ー
ム

コ
ン
ペ
」
に
参
加
し
、
北
海
商

科
大
の
学
生
チ
ー
ム
が
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
学
会
（
事
務
局
大

阪
・
四
條
畷
市
）
は
、
ゲ
ー
ム

作
品
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、
作
品

と
し
て
の
単
な
る
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
さ
や
お
も
し
ろ
さ
だ
け

を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
表
現

と
し
て
の
斬
新
さ
、
新
し
い

技
術
や
学
術
的
な
研
究
成
果

の
利
用
と
い
っ
た
芸
術
・
学

術
的
な
視
点
を
評
価
す
る
。

ま
た
、
教
育
、
健
康
、
福
祉

と
い
っ
た
多
様
な
分
野
へ
の

ゲ
ー
ム
の
利
用
な
ど
、
社
会

的
な
視
点
で
審
査
さ
れ
る
の

も
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
募
集
期
間
は
、
令
和
7
年

11
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
1

月
末
ま
で
。
最
優
秀
賞
1
作

品
と
優
秀
賞
2
作
品
が
選
出

さ
れ
た
。
応
募
条
件
は
❶
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
あ
っ
て
、

審
査
の
た
め
に
関
連
資
料
を

審
査
委
員
会
に
提
出
で
き
る
も

の
❷
応
募
者
が
著
作
物
利
用
に

つ
い
て
の
正
当
な
権
限
を
有
し

て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
❸
公

序
良
俗
に
反
し
な
い
作
品
で
あ

る
こ
と

―
と
さ
れ
た
。

　
同
大
か
ら
は
2
チ
ー
ム
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
そ
の
う
ち
1
チ

ー
ム
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

チ
ー
ム
名
は
「
観
光
ギ
ル
ド
」

で
、
メ
ン
バ
ー
は
、
商
学
部
観

光
産
業
学
科
3
年
次
・
長
﨑
裕

さ
ん
（
北
海
道
登
別
明
日
中
等

教
育
学
校
出
身
）、
川
田
京
典

さ
ん
（
北
海
道
登
別
明
日
中
等

教
育
学
校
出
身
）、
伊
藤
柊
人

さ
ん
（
市
立
札
幌
新
川
高
等
学

校
出
身
）
の
3
人
。
発
表
も
3

人
で
行
っ
た
。

　
受
賞
し
た
作
品
タ
イ
ト
ル
は

「SO
U
V
E
T
R

（
ス
ー
ヴ
ェ

ト
ル
）」
で
、欧
州
の
言
葉
「
お

土
産
」
と
「
旅
行
」
を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
。
北
海
道
を
舞
台

に
各
地
の
「
お
土
産
」
を
集
め

て
回
る
、
戦
略
的
バ
ト
ル
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
R
P
G
だ
。

　
物
語
は
「
夏
な
の
に
雪
が
降

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
異
変

が
起
き
た
北
海
道
を
舞
台
に
、

主
人
公
の
ミ
エ
ル
が
夏
を
取
り

戻
す
た
め
、
各
地
の
お
土
産
を

手
に
雪
女
の
も
と
を
目
指
し
、

お
菓
子
に
化
け
た
敵
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
倒
し
て
進
め
て
い
く
と

い
う
も
の
。
北
海
道
の
魅
力
を

再
発
見
で
き
る
地
域
性
に
富
ん

だ
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。

　
長
﨑
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
全

員
が
ゲ
ー
ム
制
作
初
心
者
だ
っ

た
も
の
の
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に

今
後
も
さ
ら
な
る
精
進
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
、
抱
負
を
述
べ
た
。

　
同
大
は
、
現
代
社
会
の
急
速

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

教
育
研
究
を
実
践
し
、
I
T
・

A
I
を
利
活
用
し
て
成
長
し
て

い
く
学
生
を
支
援
す
る
。
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